
日本語・日本語教育 歴史・文化・文学

ラファエル・ドス・サントス・ミゲレス・ペレス（ユーストゥス・リービヒ大学ギーセン）

国連安全保障理事会改革に向けて
� ブラジル・ドイツ・日本からのオンライン改革提案の批判的談話分析 �

9:00-9:30
アントワーヌ・デメナ（パリ国立東洋言語文化研究学院）

The war diary of film director Yamanaka Sadao （1909-1938）

バウレンスカ・マリア・リュボミロヴァ（東京外国語大学）

会話ストラテジーとしての日本語の「ほめ」に関する意識調査
� 母語話者と非母語話者の比較 �

9:30-10:00

ジョゼ・ルイス・オットニ・ネヴェス（リオデジャネイロ州立大学）

タニシュマ、ザビエルと異文化間の出会い
� フェルナン・メンデス・ピントの日本への航海についての総論 �

10:00-10:30

ヘナン・ダ・シルバ・エ・シルバ（リオデジャネイロ州立大学）

日本妖怪の現代的様相
� ポップカルチャーにみる妖怪キャラクター �

帰翔（東京外国語大学）

「に限らず」「だけではなく」「かわり（に）」などの機能
10:40-11:10

戴妙珍（台湾大学）

霊体験から見た震災の傷と回復
�『遠野物語』第99話を中心に �

王棟（東京外国語大学）

中国語副詞“在”と“正”
� 意味的・統語的「独立性」と「依存性」�

11:10-11:40

張一弛（東京外国語大学）

歴史を「タンテイ」する
� 坂口安吾と旅行記 �

林燕燕（東京外国語大学）

「名詞＋助詞＋動詞」型コロケーションの産出における辞書アプリの使用
� 中国語を母語とする日本語学習者を対象に �

13:00-13:30
王治（東京外国語大学）

ボードレールと永井荷風における近代都市

劉秋文（東京外国語大学）

学習者の母語の類型と結果性の習得
� 日本語、中国語双方向学習者コーパス分析から �

13:30-14:00

田中真悠（東京外国語大学）

『ねじまき鳥クロニクル』の重訳ドイツ語版からみる
世界文学としての村上春樹

グエン・ザ・トーアイ・ズ（東京外国語大学）

I-JASにおけるベトナム語母語話者による「ʷテイル形」の習得
� 日本語母語話者によるベトナム語のアスペクト形式“đã/đang”の習得との関連性 �

14:00-14:30
蘇昊明（明治大学）

打木村治「満州」開拓文学における女性の位置付け

【休憩】10分

【休憩】80分

日本語・日本語教育 歴史・文化・文学

セーンウライ・ティティソーン（東京外国語大学）

タイ人日本語学習者が読解において意味理解を誤る文の特性
9:00-9:30

林青（東京外国語大学）

谷崎潤一郎『痴人の愛』
� 検閲の視点からみる『朝日新聞』・『女性』�

黃子昕（台湾国立政治大学）

ナル表現と中国語の対照研究―”会”を中心―
9:30-10:00

森川麗華（東京外国語大学）

「中国残留婦人」研究の批判的検討
� インターセクショナリティの視点から �

楊宇（東国大学）

現代中国語の(C)aに該当する日本漢字音
10:00-10:30

大西達貴（東京外国語大学）

写真家・比嘉康雄が捉えた「復帰」
�「生まれ島・沖縄」の作品群を巡って �

安藤清香（東京外国語大学）

⾧野県北信地方の方言「～シナイ？」について
� 勧誘用法に着目して �

10:40-11:10

陳慧嫻（シンガポール国立大学）

Active Aging through later life and afterlife planning:
Shūkatsu in a Super-Aged Japan

11:10-11:40
朴㙯琳（韓国外国語大学）

日本産業の遅れとガラパゴス化の本質

13:00-13:30

朴聖允（韓国外国語大学）

イギリスの対中国戦略
� 日本及び他の国家との協力を中心に �

13:30-14:00

桶谷駿貴（東京外国語大学）

生活技術を通じた社会関係の形成と価値観の変容
� 岡山県倉敷における工人育成活動の事例 �

【休憩】10分

【休憩】80分

※参加をご希望の方は Google フォームよりお申込みください。

　　https://forms.gle/ExZ8PUjY6cLsD3Dx8

　　申込締め切り ： ２０２２年７月１５日 （金） 午前 10 時


